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！指の崖縫盲指　　論描しい生活をしよう

9月は運動会へ向けての練習で運動量が増える季節です。しかし、まだまだ暑かったり、涼しか

ったりし、なんとなく体調を崩しやすい季節でもあります。子供たちが疲れを次の日に残さず、元気

いっぱい運動会が迎えられるよう、特に次のことに気を付けていただけると助かります。

☆生活リズムを養え奮しょう　　ポイントは

1朝、早起きをして日の光を浴びましょう。→体や心が眠気からリセットされます。

2　朝ごはんを必ず食べましょう。→朝食は体や脳のエネルギー源です。

3　テレビやゲームは時間を決めて楽しみましょう。（SNS小竹小ルール）

→テレビやゲーム機の画面は光刺激です。1時間以内が理想的です。

4　夜は早く寝ましょう。→十分な睡眠は疲れをとります。また早起きができます。

☆遭勤の前線は攣徽遭勤、養理遭勤をしっかりし生しょう

筋肉痛にはぬるめのお風呂で温まり血行がよくなったら、マッサージするのが効果があります。

捻挫や骨に異常がある場合は腫れてきますので、その時は受診してください。

☆汗拭きタオルやハンカチを必ず持ち、汗の始末をしましょう

まだまだ熱中症への対策が必要で、水分を取るように指導しています。体温調節をするため

に汗をかきますので、汗ふき用のタオルかハンカチを持たせてください。手洗い用とは衛生上

区別したほうが良いです。また、 この時期は鼻血を出す人も多いので、ティッシュも身に付け

させてください。引き続き水筒も持たせてください。（中身は水か麦茶）

☆足にあった遭勤韓や上履きをはきましょう

夏休みの間に、2～4cm身長が伸びています。上履きがきつかったり、大きすぎたりすると大きな

けがの原因になります。毎週金曜日に持ち帰りますので、きれいに洗い、足に合っているかと、記

いな上履きは学校に寄付していただl名を必ずチェックしてください。（小さくなった

と、忘れた児童への貸し出し用に大変助かります。）

☆謀みの畠のiこし岩を圭奏しましょう

だらだらと過ごしたり、ハードな予定を組んだりすると、学校生活へ影響が出てしまいます。
ご注意ください。
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1年生 「てとてとてとて」という絵本があります。「て　てってすごいなあ。もしかしたらてはこころ

がでたりはいったりするところかもしれない。」と終わります。みんなで事も心もキレイにし

ようということで、手の洗い方を指導しました。インフルエンザやノロウイルスなどの予防は

○手洗いが基本です。運動会前で、たくさん手が汚れます。キレイになあれ。

2年生

3年生

4年生

田
5年生

6年生

うんちの話。良いバナナうんちは体の健康状態を知るとても大切な物。しっかり見てバイ

バイと流しましょう。（時々、学校でも流し忘れがあったり、トイレの使い方が良くないとき

雪あったりしますので、マナーの話もしました。）朝食後が排便しやすく、一日を元気に過

ごすこつです。うんちにも名前がついてます。お子さんに聞いてみてください。
l

l
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2年生の時、姿勢と脳の話をしています。良い姿勢は「体幹」を鍛えるとできる。3年生に！
l

は少し難しいかなと思いましたが、体育の時に先生から許も聞いているいるとのこと。

保健室ではタオルを使った運動をしてみました。ぜひ、ご家庭でも実践してみてください。

クスリについて。ふだん何気なく飲んでいる薬。用量、用法を守って飲むことの大切さ。

たとえ、兄弟でも勝手に飲んだり、人からもらって飲んだりしないことは、薬物乱用防止教

育の第一歩へとつながります。ご家庭でも十分ご注意ください。

家庭科でも学習しますが、マグネットに書いた食品の絵を子供たちに配り、「おもに体を

作るもとになる食品」「おもに体の調子を整えるもとになる食品」「おもにエネルギーのもと

になる食品」とホワイトボードに貼って分類していきます。子供たちは、自分が手にした食

品についてとても真剣に考えます。日頃、何気なく口にしている食べ物。バランス良く食べ

る必要性について知ってもらいたいです。清涼飲料水に含まれる500m月のジュースに5gの

ステックの砂糖が10本も入っているものもあると見せたところ、びっくりしていました。これ

から何十年も使う大切な体。食べ物が体や健康の基本になっていることに気付いて欲しい

ものです。

保健体育で生活習慣病について学習しますが、ほとんどの疾患が血管へのダメージによ

って引き起こされます。小さい頃からのエネルギーの過剰摂取は「糖尿病」になる誘因と

なります。以前は辻伝的な体質といわれていましたが、今は若くても日頃からの食生活の

偏りで、妊娠やストレスなどをきっかけに発症することがあります。子供の頃から、食生活

に気を付けることは、とても大切です。


